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脱灰歯質の修復促進作用に加え，口腔 Streptococcus や口腔 Actinomyces の酸産生と増殖の抑制が知られ
ている。しかし，同じ実験条件下で口腔 Streptococcus と口腔 Actinomyces の糖代謝とそれに伴う酸産生
のフッ化物感受性を比較した報告はなく 重炭酸の影響を検討した報告もない。そこで，本研究では，
Actinomyces naeslundii, Actinomyces oris, Streptococcus muians, Streptococcus sanguinis の 4 菌種を用い，
その酸産生活性に対するフッ化物，環境 pH，および重炭酸の影響について比較，検討した。嫌気条件
下で培養した 4 菌種の菌懸濁液に塩化ナトリウムまたは重炭酸ナトリウムを加え，各種濃度のフッ化
カリウム溶液 (0-225 ppm) を混合し，グルコース添加後の， pH 7.0 または 5.5 における酸産生量と産
生された各種有機酸量を，それぞれ pH スタットおよびカルボン酸分析計を用いて測定した。その結果，
Actinomyces の酸産生活性は Streptococcus よりも低いこと，また，同活性は両菌種共にフッ化物濃度依

























実験に供試したのは Actinomyces naeslundii, Actinomyces oris, Streptococcus mutans および Streptococcus
sanguinis の 4 菌種で，嫌気条件下，同一条件で培養した各菌の懸濁液を用いて酸産生活性に対するフッ
化物，環境 pH および重炭酸の影響を調べた。その結果， Actinomyces の酸産生活性は Streptococcus に
較べ低いこと，また両菌種ともその活性はフッ化物濃度依存的に減少するが， Actinomyces のフッ化物
感受性が Streptococcus より低いことを明らかにした。重炭酸存在下では Actinomyces の酸産生活性は増
加し，コハク酸が産生され，さらにフッ素感受性が低下した。同菌はコハク酸産生過程によって菌体
内 NADH別AD 比を下げることで 解糖系の律速段階であるグリセルアルデヒド 3 リン酸脱水素酵素を
活性化する。フッ化物添加時においてもコハク酸産生は維持されたことから，同様のメカニズムが働き，
フッ素感受性を低下させたものと考えられる。一方 Streptococcus ではそのような効果はみられなかった。
これらの結果から Actinomyces は Streptococcus よりも酸産生活性は低いものの，フッ化物感受性も低く，
さらに重炭酸の存在でフッ化物による酸産生抑制効果が減弱することが明らかとなった。
以上示してきた通り，本論文の示した知見は，踊蝕病原菌としての口腔 Actinomyces の重要性，さら
に輔蝕予防，特に根面甑蝕予防を目的としてフッ化物応用を進める上での Actinomyces への考慮の必要
性を示したものである。よって本審査委員会は，川嶋順子君が提出した論文を博士(歯学)の学位を
授与するに相応しいものと判断する。
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